
養介護施設従事者等による高齢者虐待の状況１．相談・通報件数、虐待判断件数 R2 R1 H30 H29 H28相談・通報件数 18 30 17 33 12うち虐待判断件数 4 15 8 12 4２．相談・通報者（延べ人数） R2 R1 H30 H29 H28本人による届出 0 0 2 2 0家族・親族 4 7 2 3 5当該施設・事業所職員 4 4 1 13 7当該施設・事業所元職員 2 3 1 2 2施設・事業所の管理者 1 10 3 3 2医療機関従事者（医師含） 3 1 0 1 0介護支援専門員 0 0 2 4 1介護相談員 0 1 0 0 0地域包括支援センター職員 0 1 4 1 1社会福祉協議会職員 0 0 0 0 0国民健康保険団体連合会 0 0 0 0 0奈良県から連絡 3 2 1 0 0警察 0 1 2 3 0その他 2 4 3 2 0不明（匿名を含む） 4 0 2 1 1計 23 34 35 35 19３．虐待を受けた高齢者の状況（１）性別 R2 R1 H30 H29 H28男性 2 5 1 3 1女性 1 9 7 9 2計 3 14 8 12 3（２）年齢階級 R2 R1 H30 H29 H2865歳未満 0 1 0 1 065～69歳 0 0 1 1 070～74歳 1 0 1 2 075～79歳 1 2 1 0 180～84歳 0 2 1 0 085～89歳 0 4 2 4 090～94歳 1 3 0 4 295～99歳 0 1 1 0 0100歳以上 0 1 0 0 0その他・不明 0 0 1 0 0計 3 14 12 12 3（３）要介護度 R2 R1 H30 H29 H28自立 0 1 0 0 0要支援１ 0 0 0 0 0要支援２ 0 0 0 0 0要介護１ 0 5 0 0 0要介護２ 0 0 0 1 0要介護３ 1 1 4 4 1要介護４ 1 4 1 3 2要介護５ 1 2 2 4 0不明 0 1 1 0 0計 3 13 8 12 3

令和２年度 奈良県における高齢者虐待の状況令和２年度 奈良県における高齢者虐待の状況令和２年度 奈良県における高齢者虐待の状況令和２年度 奈良県における高齢者虐待の状況

※１つの事例に複数の相談・通報者がいる場合があるため、相談・通報件数とは一致していない。
※被虐待者を特定できない事例や、１つの事例に複数の被虐待者がいる場合があるため、虐待判断件数と被虐待者数等は一致していない。
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（４）認知症日常生活自立度 R2 R1 H30 H29 H28自立または認知症なし 0 1 0 0 0自立度Ⅰ 0 0 0 0 0自立度Ⅱ 0 1 1 4 0自立度Ⅲ 1 5 1 4 1自立度Ⅳ 1 5 1 2 2自立度Ｍ 0 1 1 0 0
 認知症はあるが自立度不明 1 1 1 2 0自立度Ⅱ以上（再掲） 3 13 5 12 3認知症の有無が不明 0 0 3 0 0計 3 14 8 12 3４．虐待の状況（１）虐待の種類（複数回答） R2 R1 H30 H29 H28身体的虐待 3 10 4 5 2介護等放棄 0 2 2 4 0心理的虐待 0 5 1 7 1性的虐待 0 0 0 0 0経済的虐待 0 0 1 1 0計 3 17 8 17 3（２）虐待があった施設・事業所のサービス種別R2 R1 H30 H29 H28特別養護老人ホーム 2 8 5 11 2介護老人保健施設 0 2 1 0 0介護療養型医療施設 0 0 0 1 0認知症対応型共同生活介護 1 2 0 0 1（住宅型）有料老人ホーム 1 1 1 0 0（介護付き）有料老人ホーム 0 0 0 0 0小規模多機能型居宅介護等 0 0 0 0 0軽費老人ホーム 0 0 0 0 0養護老人ホーム 0 2 0 0 0短期入所施設 0 0 1 0 0訪問介護等 0 0 0 0 1通所介護等 0 0 0 0 0居宅介護支援等 0 0 0 0 0その他 0 0 0 0 0計 4 15 8 12 4（３）虐待者の職名又は職種（複数回答） R2 R1 H30 H29 H28介護職 2 12 4 8 4看護職 0 0 0 0 0管理職 0 1 0 0 0施設長 0 0 0 0 0経営者・開設者 0 0 0 0 0その他 0 0 0 1 0計 2 13 4 9 4

※「認知症はあるが自立度不明」には、一部「自立度Ⅰ」が含まれている可能性がある。

※虐待者が特定できていない場合や、１つの事例に複数の虐待者がいる場合があるため、虐待判断件数とは一致していない。

※１人の被虐待者が複数の種類の虐待を受けている場合があるため、被虐待者数とは一致していない。
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養護者による高齢者虐待の状況１．相談・通報件数、虐待判断件数 R2 R1 H30 H29 H28相談・通報件数 248 272 242 252 204うち虐待判断件数 115 139 100 138 112２．相談・通報者（複数回答） R2 R1 H30 H29 H28介護支援専門員 63 82 78 71 59介護保険事業所職員 10 13 23 22 19医療機関従事者 7 11 14 20 8近隣住民・知人 10 13 11 7 9民生委員 6 7 1 4 6被虐待者本人 21 19 11 16 23家族・親族 23 26 22 27 26虐待者自身 5 1 5 3 4当該市町村行政職員 11 8 11 4 10警察 89 98 70 74 51その他 24 13 11 14 10不明（匿名を含む） 0 0 0 0 0計 269 291 257 262 225３．虐待を受けた高齢者の状況（１）性別 R2 R1 H30 H29 H28男性 23 32 22 35 32女性 94 112 83 109 87計 117 144 105 144 119（２）年齢階級 R2 R1 H30 H29 H2865～69歳 7 13 9 18 1670～74歳 17 18 11 18 1875～79歳 33 36 16 35 2880～84歳 23 32 31 37 2785～89歳 25 34 25 27 1990歳以上 12 11 13 9 11不明 0 0 0 0 0計 117 144 105 144 119（３）要介護度（要介護認定を受けている方のみ）R2 R1 H30 H29 H28要支援１ 7 6 2 5 3要支援２ 9 8 9 7 14要介護１ 16 16 25 21 20要介護２ 23 27 16 20 20要介護３ 16 16 11 19 13要介護４ 10 14 7 10 9要介護５ 1 9 4 11 3不明 0 0 1 0 0計 82 96 75 93 82

※１つの事例に複数の相談・通報者がいる場合があるため、相談・通報件数とは一致していない。
※１つの事例に複数の被虐待者がいる場合があるため、虐待判断件数とは一致していない。
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（４）認知症日常生活自立度（要介護認定を受けている方のみ）R2 R1 H30 H29 H28自立または認知症なし 3 8 4 9 12自立度Ⅰ 22 12 12 17 13自立度Ⅱ 30 38 34 27 29自立度Ⅲ 17 22 17 22 18自立度Ⅳ 8 12 6 7 4自立度Ｍ 2 3 1 3 1
 認知症はあるが自立度不明 0 1 1 6 3自立度Ⅱ以上（再掲） 57 76 59 65 55認知症の有無が不明 0 0 0 2 2計 82 96 75 93 82４．虐待の状況（１）虐待の種類（複数回答） R2 R1 H30 H29 H28身体的虐待 87 101 73 102 85介護等放棄 17 29 17 33 22心理的虐待 52 44 32 37 38性的虐待 0 0 1 0 2経済的虐待 14 25 23 21 19計 170 199 146 193 166（２）虐待者との同居・別居 R2 R1 H30 H29 H28虐待者のみと同居 64 83 45 71 62虐待者及び他家族と同居 39 51 41 57 49虐待者と別居 12 10 18 16 7その他 2 0 1 0 1不明 0 0 0 0 0計 117 144 105 144 119（３）虐待者の続柄（複数回答） R2 R1 H30 H29 H28夫 31 34 25 38 30妻 4 14 9 7 9息子 46 66 37 65 44娘 18 24 25 23 31息子の配偶者（嫁） 4 2 2 4 5娘の配偶者（婿） 1 3 3 4 6兄弟姉妹 2 1 1 1 0孫 8 5 3 5 3その他 6 2 5 6 3不明 0 0 0 0 0計 120 151 110 153 131

※１人の被虐待者が複数の種類の虐待を受けている場合があるため、被虐待者数とは一致していない。

※１つの事例に複数の虐待者がいる場合があるため、虐待判断件数とは一致していない。

※「認知症はあるが自立度不明」には、一部「自立度Ⅰ」が含まれている可能性がある。
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